
(17
)
蔡
文
溥
　

一
六
七

一
-

一
七
四
五
年
。
祝
嶺
親
方
。
久
米
村
蔡

氏
の
十

一
世

(具
志
家
)

(『家
譜

(二
)
』

三
〇
三
頁
)
。

(18
)
具
本
　
表

・
奏

・
題
本
を
具
え
る
。

(19
)
以
聞
　

臣
民
が
天
子
に
上
書
す
る
時

に
用
い
る
語
。
天
子
に
申
し
上
げ

る
。

(20
)
旨
　
注

(7
)
の
兪
允
の
こ
と
。

1-06-18

礼
部
よ
り
国
王
尚
貞
あ

て
、
貢
物
を
受

領
し
、
頒
賞

の
勅
諭
を
賜
う
む

ね

の
咨

(
一
六
八
九
、

一
〇
、

一
三
)

礼
部
、
知
会

の
事

の
為

に
す
。

照
得
す

る
に
、
琉
球
国
中
山
王
、
耳
目
官
毛

起
竜
等
を
差

わ
し
、
具
表

し

て
方
物
を
進
貢
し
、
部

に
到
る
。
本
部
、
例

に
照
ら
し

て
具
題
し
て
査
収

す
。

所
有

の
欽
賞

の
礼
物

は
、
特

に
勅
諭

一
道
を

頒

つ
。
相
応

に
知
会

す

べ
し
。

此

の
為

に
、
合

に
咨

し

て
前
去
す

べ
し
。
煩

為
わ
く
は
査
照

し
て
施
行
せ
ん

こ
と
を
。
須

ら
く
咨

に
至

る
べ
き
者
な
り
。

右
、
琉
球
国
王

に
咨

す

康
煕

二
十
八
年

(
一
六
八
九
)
十
月
十
三

日

咨
　

注

(1
)
毛
起
竜
　
識
名
親
方
盛
命
。
一
六
五

一
-

一
七

一
五
年
。
首
里
毛
氏
の

八
世

(国
頭
家
)
。

一
七
〇
二
-

一
二
年
、
三
司
官

(『市
史
宝
案
抄
』

六

七

六

頁

)
。

(
2

)

表
　

〔
一
五
-
○

九

〕
。

(
3

)
勅

諭
　

〔〇

三
-
二

三

〕
。

1-06-19

礼
部
よ
り
国

王
尚
貞
あ
て
、
進
貢
船

二
隻

の
人
数
を

二
百
人
以
内
と
し
、

接

貢
船

一
隻
も
免
税
と
す
る

こ
と
を
特

に
許
す
む
ね

の
咨

(
一
六
八
九
、

一
〇
、

一
三
)

礼
部
、
■
免
の
兪
旨
を
仰
体
し
、
再
た
効
順
の
愚
誠
を
陳
べ
、
聖
明
も
て

慈
を
垂
れ
て
以
て
遠
人
を
柔
ら
げ
、
以
て
浩
蕩
を
彰
ら
か
に
す
る
を
冒
懇
す

る
事
の
為
に
す
。

礼
科
の
抄
出
な
り
。
琉
球
国
中
山
王
尚
貞
、
題
す
る
に
、
前
事
、
等
の
因

あ
り
。
康
煕
二
十
七
年

(
一
六
八
八
)
九
月
十
五
日
題
し
、
二
十
八
年
九
月

十
六
日
旨
を
奉
ず
る
に
、
該
部
議
奏
せ
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵

し
て
本
月
十
七
日
に
部
に
到
る
。

該
臣
等
、
会
し
て
議
得
す
る
に
、
琉
球
国
中
山
王
尚
貞
、
疏
称
す
ら
く
、

切
に
臣
、
康
煕
二
十
四
年
五
月
内
に
部
文
を
奉
ず
る
に
、
外
国
の
進
貢
の
定

数
は
船
三
隻
、
船
中
の
所
有
の
帯
来
の
貨
物
は
其
の
収
税
を
停
む
、
と
あ
り
。

今
、
荷
蘭
国
は
皇
上
の
額
外
の
恩
を
邀
く
る
を
得
。
臣
の
後
次

の
接
貢
の
船

は
、
例
に
照
ら
し
て
恩
免
す
る
を
乞
う
、
等
の
語
あ
り
。
査
す
る
に
、
康
煕

二
十
五
年
七
月
内
、
臣
の
部
、
題
す
る
に
、
荷
蘭
国
の
接
貢
の
船
隻
は
、
私

来
し
て
貿
易
す
る
の
船
に
係
わ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
亦
た
応
に
其
の
収
税
を
免



ず

べ
し
。
迎
接

の
船

二
隻

を
除
く

の
外
、
例

に
仍

照
し
て
収
税

せ
ん
、
等

の

因
あ
り
。
具
題
し
て
旨

を
奉
ず

る
に
、
議

に
依
れ
、
と
あ

り
。
欽
遵

せ
る
は

案

に
在
り
。
今
、
琉
球
国

の
進
貢

の
船

二
隻

は
已
経

に
税
を
免
ず

る
も
、
後

の
接
貢

の
船

一
隻

も
亦

た
応

に
例

に
照
ら
し

て
そ
の
収
税
を
免
じ
、
湊
め

て

三
隻

の
数

に
足
ら

し
む
べ
し
。
此

の
接

貢

の
船

一
隻
を
除
く

の
外
、
私
来

し

て
貿
易

す
る
者
有
ら
ば
、
例

に
仍

照
し
て
収

税

せ
ん
。

又
、
疏
称

す
ら
く
、
敝

国

の
入
貢

の
船

は
、
向
例

と
し

て
両
船

に
し
て
、

員
役

は
二
百
人

の
数

に
盈
た
ず
。
今
、
部
文

を
准
く

る
に
、
定
例

と
し
て
外

国
の
進
貢

の
船
は
三
を
過
ぎ
ず
、

人
は
百
を

過
ぎ
ず
。
惟
だ
琉
球

国

の
進
貢

の
人
数

は
多
く
と
も
百
五
十

人
を
過
ぎ
ず
、

と
あ
り
。
臣
思
う

に
、
琉
球

よ

り
■

に
至
る
は
万
里

の
汪

洋
に
し
て
、
両
船

の
内
、
官
伴

・
員
役

を
除
く

の

外
、
操
舟
を
善

く
す
る
者
、
毎
船
五
十
人

に
非
ざ
れ
ば
、
遠

く
洪
濤
を
渉

る

能

わ
ず
。
前
例

に
依

り
て
遵
行
す

る
を
准
す

を
乞

う
、
等

の
語
あ

り
。
定
例

を
査
す
る

に
、
琉
球
国

の
進
貢
は
百
五
十
人

を
過
ぎ
ず
、
遵
行
す

る
こ
と
年

久
し
。
且

つ
別

国
に
較

ぶ
る
に
多
し
と
為

す
。
今
、
琉
球
国
王
、
百
五
十
人

の
外

に
人
数

を
加
添

す
る
を
請
う

の
処
は
、応

に
議
を
庸
う

る
無

か
る

べ
し
。

命
下
る

の
日
を
俟

ち
、
該
督
撫

に
移

文
し
、

併
び

に
琉
球
国
王

に
知
会
す
る

が
可
な
ら
ん
、
等

の
因
あ
り
。

康
煕

二
十

八
年
十
月
初
三
日
題

し
、
本
月

初
七
日
旨
を
奉
ず

る

に
、
琉
球

国

の
誠
心
も

て
進
貢
す
る

こ
と
年
久

し
。
該

王
具
疏
し

て
人
数
を
増
添

す
る

を
懇
請
す

れ
ば
、
着
す

る
に
再
議
し
て
具
奏

せ
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽

む
。

欽
遵
し
て
本
月
初

八
日
に
、
部

に
到
る
。

該
臣
等
会
同
し
て
再
た
議
得
す
る
に
、
先
に
経
に
臣
の
部
等
の
衙
門
、
琉

球
国
王
尚
貞
の
疏
に
題
覆
し
て
称
す
ら
く
、
琉
球
国
の
進
貢
の
二
船
は
已
経

に
税
を
免
ず
。
後
の
接
貢
の
船

一
隻
も
亦
た
応
に
例

に
照
ら
し
て
其
の
収
税

を
免
じ
、
湊
め
て
三
隻
の
数
に
足
ら
し
む
べ
し
。
定
例
と
し
て
琉
球
国
の
進

貢
は
百
五
十
人
を
過
ぎ
ず
、
遵
行
す
る
こ
と
年
久
し
。
且

つ
別
国
に
較
ぶ
る

に
多
し
と
為
す
。
今
、
琉
球
国
王
、
百
五
十
人
の
外
に
人
数
を
加
添
す
る
を

請
う
の
処
は
、
応
に
議
を
庸
う
る
無
か
る
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。
具
題
し
て

旨
を
奉
ず
る
に
、
琉
球
国
の
誠
心
も
て
進
貢
す
る
こ
と
年
久
し
。
該
王
具
疏

し
て
人
数
を
増
添
す
る
を
懇
請
す
れ
ば
、
着
す
る
に
再
議
し
て
具
奏
せ
よ
、

と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
査
す
る
に
、
琉
球
国
は
職
貢
す
る
こ
と
年
久
し
く
、

素
よ
り
誠
謹
を
称
す
。
嗣
後
、
進
貢
の
両
船

の
人
数
は
、
其
の
増
添
を
准
す

も
、
共
に
二
百
を
過
ぎ
ず
。
後
の
接
貢
の

一
船
も
亦
た
応
に
其
の
収
税
を
免

じ
、
湊
め
て
三
隻
の
数
に
足
ら
し
め
て
以
て
皇
上
の
遠
人
を
柔
恤
す
る
の
意

を
示
す
べ
し
。
命
下
る
の
日
を
俟
ち
、
該
督
撫
に
移
文
し
、
并
び
に
琉
球
国

王
に
知
会
す
る
が
可
な
ら
ん
、
等
の
因
あ
り
。
康
煕
二
十
八
年
十
月
初
十
日

題
し
、
本
日
旨
を
奉
ず
る
に
、
議
に
依
れ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵

し
て
抄
出
し
、
部
に
到
れ
ば
、
司
に
送
る
。
此
れ
を
奉
じ
、
相
応
に
移
咨
す

べ
し
。
此
の
為
に
合
に
咨
し
て
前
去
す
べ
し
。
煩
為
わ
く
は
旨
内
の
事
理
を

査
照
し
て
、
欽
遵
し
て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。
須
ら
く
咨

に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
琉
球
国
王
に
咨
す

康
煕
二
十
八
年

(
一
六
八
九
)
十
月
十
三
日
　

再
対
し
て
之
を
正
す
　
咨



注
*

『清
実
録
』
康
煕
二
十
八
年
十
月
庚
午

の
条
に
関
連

の
記
事
が
あ
る
。

(1
)
■
免
　

租
税
な
ど
を
は
ぶ
き
除
く
。

(2
)
尚
貞
、
題
す
　

〔
一
五
-
一
〇
〕
。

(3
)
尚
貞
、
疏
　
注

(2
)
の

〔
一
五
-
一
○
〕
。

(4
)
等
の
因
あ
り
　

注

(5
)
の
題

の
終

り
。

(
5
)
康
煕
二
十
八
年
十
月
初
三
日
題
し
　

こ
の
題
は
文
書
冒
頭
の
「琉
球
国

中
山
王
尚
貞
、
題
す
る
に
」
か
ら
注

(4
)
ま
で
。

(6
)
等
の
因
あ
り
　

注

(7
)
の
題

の
終

り
。

(
7
)
康
煕
二
十
八
年
十
月
初
十
日
題
し
　

こ
の
題
は
、
文
書
冒
頭
の
「琉
球

国
中
山
王
尚
貞
、
題
す
る
に
」
か
ら
注

(6
)
ま
で
。

1-06-20

礼
部
よ
り
国

王
尚
貞
あ

て
、
貢
物
を
受

領
し
、
頒
賞

の
勅
諭
を
賜
う
む

ね

の
咨

(
一
六
九

一
、

一
〇
、

一
)

礼
部
、
知
会

の
事

の
為

に
す
。

照
得
す
る

に
、
琉
球

国
中
山
王
、
耳
目
官

温
允
傑
等

を
差

わ
し
、
具
表
し

て
方
物
を
進
貢
し
、
部

に
到

る
。
本
部
、
例

に
照
ら
し
て
具
題

し
て
査
収
す
。

所
有

の
欽
賞

の
礼
物

は
、
特

に
勅
諭

一
道
を

頒

つ
。
相
応

に
知
会

す

べ
し
。

此

の
為

に
、
合

に
咨

し
て
前
去

す

べ
し
。
煩

為
わ
く
は
査
照

し
て
施
行

せ
ん

こ
と
を
。
須
ら
く
咨

に
至

る

べ
き
者
な
り
。

右
、
琉
球
国
中
山

王
に
咨

す

康
煕
三
十
年

(
一
六
九

一
)
十
月
初

一
日

咨
　

注

(1
)
温
允
傑
　
森
山
親
方
紹
基
。
首
里
温
氏

の
五
世

(翁
長
家
)
(『市
史
宝

案
抄
』
七
〇
二
頁
)
。

(2
)
表
　

〔
一
五
‐
一
一
〕。

(
3
)

勅

諭
　

〔〇

三
‐
二

四

〕
。

1-06-21

礼
部
よ
り
国

王
尚
貞
あ

て
、
貢
物

の
受
領
と
、

螺
殻

は
今
後
進
貢
を
免

ず

る
む
ね
を
知

ら
せ
る
咨

(
一
六
九

一
、

一
〇
、

一
)

礼
部
、
琉
球
国
の
具
表
し
て
方
物
を
進
貢
す
る
事
の
為
に
す
。

礼
科
の
抄
出
な
り
。
該
本
部
、
前
事
を
題
す
る
の
内
に
開
す
。
議
得
す
る

に
、
琉
球
国
の
進
む
る
所
の
熟
硫
黄

一
万
二
千
六
百
斤
は
、
例
に
照
ら
し
て

福
建
布
政
司
に
交
与
し
て
存
貯
し
、
応
に
工
部
に
移
文
し
て
其
の
取
用
を
聴

つ
べ
き
を
除
く
の
外
、
其
の
海
螺
殻
三
千
個

・
紅
銅
三
千
斤
は
、
相
応

に
総

管
内
務
府
に
交
送
し
、
照
数
し
て
査
収
す
べ
き
が
可
な
ら
ん
、
等
の
因
あ
り
。

康
煕
三
十
年

(
一
六
九

一
)
八
月
二
十
九
日
題
し
、
九
月
十
七
日
旨
を
奉

ず
る
に
、
議
に
依
れ
。
琉
球
国
の
航
海
し
て
入
貢
す
る
に
、
途
遠
く
し
て
労

煩
す
。
海
螺
殻
は
、
嗣
後
、
進
む
る
を
免
ず
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽

遵
し
て
抄
出
し
、
部
に
到
る
。
相
応
に
知
会
す
べ
し
。
此
の
為
に
合
に
咨
し

て
前
去
す
べ
し
。
煩
為
わ
く
は
査
照
し
欽
遵
し
て
施
行

せ
ん
こ
と
を
。
須


